
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

検査数量 3,991 袋/30kg 

 
1 等 10.1％ 402 袋 （2021年 15.8％ 356 袋） 

2 等 69.1％ 2,756 袋（2021 年 63.1％ 1,423 袋） 

3 等 20.9％ 833 袋 （2021年 21.1％ 476 袋） 

 
※（）内は 2021 年 10 月 20 日までの検査実績数量 

2022 年産米農産物検査は、9 月 16 日の大原地域（契約外米・検査受検のみ）から始まり、

合計 3,991 袋/30kg（10 月 20 日現在）の検査を実施しました。 

今年は、京都市の 8 月平均気温が 28℃以上になり、昨年と比べて梅雨明けが早かったため、

登熟期の高温による影響で白未熟粒の混入が多く見受けられます。 

また、等級を下げる大きな要因となっているのが、カメムシ類の被害による斑点米の混入や

未熟粒によるものでした。近年の温暖化の影響でカメムシ類の活動も活発になっていますの

で、毎年注意が必要です。次年度 2023 年は引き続き適期防除に努めていただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

―ＴＡＣ information―  

2022 年産米 検査成績（2022 年 10/20 現在） 
 

ＪＡ京都中央 ２０２2 年 10 月２5 日 №623 吉田 真依 

JA では、次年度へ向け、京おくら生産者を大募集

しています。 

 オクラは、栽培が比較的容易で、初期投資も少なく

栽培初心者でも非常に取り組みやすい品目です。 

 栽培面積は２ａ程度でも十分出荷が可能です。 

ぜひ、一緒に京おくらを盛り上げましょう！ 

等級比率

2 等 

69.1％ 

 

1 等 

10.1％ 

3 等 

20.9％ 



 


